
なぜ自分がいじめられるのか。ずっとこんな

に苦しい日々が続くのか。自分が悪いのか。自分を

責めたり悩んだりしていませんか。問題があるのは

いじめをしている人たちです。いじめは早期に相談

して、解決することが大切です。まずは、担任や

学生相談室、保健室などに相談してください。

誰かに声を上げることが大切です。

はたから見てふざけているのか遊びなのか

わからない場合でも、度を越しているなと感じる

時やそれがエスカレートしていると感じた時、その人
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は苦しんでいるのかもしれません。大丈夫か？と声を

かけてあげてください。相談にのってあげてくだ

さい。あなた自身がどうしたらいいかわからな

い時は、担任や学生相談室、保健室など

に知らせてください。

あなたが「遊び」や「ふざけ」のつもりでも、

「からかった」つもりでも、相手は不愉快な気持ち

になっていることがあります。軽い気持ちでしたこと

でも、取り返しのつかないことになることもあります。

相手は、「友だちだから」「問題にしたくないから」

と思って我慢し、心は傷つき泣いていることがあ

ります。早くそれに気づき、すぐにやめてく

ださい。いじめが重大な犯罪行為であ

ることを理解してください。

日常の言動について 交友関係について

表情や態度について



学 生 相 談 室 ：０５９９－２５－８１３８
（平日 8：30～17：00 ）

KOSENこころとからだの学外相談室： ０８００-０００-２２２８
（毎日 15：00～24：00 ）

近年、SNSやブログ、掲示板、なりすましメール、チェーンメールなどを通じたインターネット上での「ネットトラブル」が

増えています。

・インターネットはとても便利なツールです。その反面、軽い気持ちで不用意な発言を投稿してしまえば、炎上したり、

他の投稿者から集団でバッシングを受けるといった被害を受けることもあります。その中傷に過剰に反応し、他者

に対して同じようなバッシングを行うと、今度は自分が加害者になってしまいます。

・スマートフォンやタブレット等の機器を使って、無断で他人の顔や姿を撮影することは、盗撮とみなされることがあり

ます。このような行為に加え、その画像に悪質なメッセージをつけてネット上に掲載する行為は、「いじめ」というより

も、重大な「犯罪行為」といえるでしょう。

・直接の会話と異なり、互いの感情を読み取ることが難しいネット上のやりとりは、送った

側の意図とはまったく異なる解釈をされることがあります。

・ネット上に一度投稿すれば、それは一生消えることはありません。

ネットトラブル／ネットいじめを防ぐため、ルールを守って正しく使うことを心がけましょう。

担任の先生

担任の先生以外でもかまい

ません。自分で話しやすいと

思う先生にまず相談してみ

てください。

クラス・寮・クラブなどの友達のいじめを受けている（恐れがあるも含む）場合は、
学生相談室に連絡ください。「いじめ防止基本計画」に基づき、

学生を徹底して守ることを目的として適切・迅速に対応します。

学生相談室
平日に相談室員が相談を受
けています。

精神科医、スクールカウン
セラー（SC）、スクールソー
シャルワーカー（SSW）の予約
もしています。

精神科医、

SC、SSW
精神科医が月1回、

スクールカウンセラーが
週1回、スクールソーシャ
ルワーカーが月2回、相談
室に在室しています。


